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2023-24年度 上田ロータリークラブ
●会長　林 秀樹　●副会長　三井 英和・酒井 喜雄　
●幹事　飯島 幸宏　●会報委員長　斉藤 達也

［慶祝］
お誕生月　８名
●柄澤　章司さん　●小山　宏幸さん　●桑澤俊恵さん
●酒井　喜雄さん　●小林浩太郎さん　●林　秀樹さん
●小林　秀茂さん　●横沢　泰男さん

結婚記念月　４名
●石井　 人さん　●布施修一郎さん
●滝沢　秀一さん　●増澤　延男さん

事業創立記念月　３名
●田邉利江子さん　●三井　英和さん
●田原　謙治さん

皆出席　２名
●金子良夫さん（19年）　●小山宏幸さん（３年）

［入会セレモニー］　　　　　　　　　　　佐藤　倫さん

［会長挨拶］　　　　　　　　　　　　　林　秀樹　会長
　11月に入りました、季節外れの暖
かい日が続いております。
　３、４、５日と上田公園では真田
まつりが開催され、多くの人で賑わった
そうです。お天気をよくお出かけ日和でしたので、楽しい
催しだったと思われます。関係者の皆様、ご苦労様でした。
ただ、暑すぎて疲れたことだろうと思います。

第２９２７回例会（令和５年11月６日）



◆薬立つ話３
　栄養ドリンクは疲れた現代人の強い味方です。しかし、
皆さんの中には本当に効くのかと疑っている人もいると
思います。今回は、栄養ドリンクは本当に効くのか？
また、値段の違いはなぜか？についてお話します。
　一口に栄養ドリンクといっても、滋養強壮剤、エナジー
ドリンク、ドリンクタイプのサプリと法律で定められた
成分の含有によって分類されており、薬局でのみ取り扱いが
可能な商品もあります。栄養ドリンクの中でも滋養強壮剤は
もともとビタミン類を含む保健薬として製造されていま
した。1999年から始まった医薬品販売の規制緩和に伴って、
一部の商品が医薬品から除外されたため、コンビニエンス
ストアでも販売が可能になりました。
　栄養ドリンクは含まれている成分によって医薬品・医薬
部外品・清涼飲料水に分けられています。滋養強壮剤として
販売されているものは医薬品、医薬部外品になります。
　滋養強壮剤の値段は100円代から数千円するものまで
さまざまです。なぜこんなに違うのでしょうか？値段の
高いものの方が効果があるのでしょうか？
　値段の違いは主に含まれている成分とその含有量の違い
によります。ビタミン類とタウリン等のアミノ酸が中心の
ものは医薬部外品に入ることが多く値段も安いです。
成分の中に配合されている生薬の割合が高いほど値段が
高くなる傾向にあります。だから、高価だからと言って
配合されている生薬が自分に合わなければ、高くても無意味
です。また、栄養ドリンクがすぐに効いた！と感じるのは
成分に含まれているカフェインの覚醒作用が大きな理由と
されています。生薬やビタミン類の効用には即効性が
ないため飲んですぐに効くということはありません。
　このように、栄養ドリンクはその時の自分自身の状態や
症状によって選ぶことが大切です。また、ビタミン類や
多くの生薬は味が悪いため、糖分をかなり含んでいます。
カフェインの含有なども注意が必要です。

［会員卓話］　　　　　　　　　　　　　　藤森幸路さん
　今年の７月から上田ロータリー
クラブに加入させていただいております。
　株式会社ＹＣＣ・ＪＡＰＡＮ ＭＡ
ＮＡＢＩ学院の藤森です。初めての
会員卓話です。何について話をするか悩みましたが、本日は
弊社業務であります日本語学校について、また新規事業の
外国人に特化した人財支援について紹介をさせていただく
ことにいたしました。どうぞよろしくお願いいたします。
　さて、「40万」この数字は何の数字かお分かりになる
でしょうか？
　今年３月岸田首相が政府の教育未来創造会議で、2033年
までの日本への留学生に関する受入れ目標として、外国人
留学生を40万人受け入れ、日本人留学生を海外へ50万人
送り出すと掲げた数字です。
　これ以前、文部科学省が08年に策定した目標では20年に
留学生30万人を受け入れると打ち出して結果19年度には
31万人ほどになり水準に達していましたが、新型コロナ
ウイルス禍で入国制限を受け、22年度は23万人程度に

減ってしまっていました
　今回の留学生40万人計画の動きとしては、日本は今までは
留学生の受け入れの意義を途上国の人材育成への貢献と
して考えられていた側面から、日本の少子化の進行に伴う
人材確保の側面が強くなってきていると考えられています。
　そこで、国は外国人留学生を増やすため、日本語教育の
充実や外国で早期に学生の募集などに取り組む方向を打ち
出すことにより、留学期間が終わった後、日本国内で就職し
活躍してもらうという目的に軸が向けられているようです。
弊社はこのように日本を目指して来てくれる外国人が、
日本で安心して生活していくことができるよう、その
最初の入り口として日本語教育を行っている会社です。
　株式会社ＹＣＣ・ＪＡＰＡＮは「夢と未来を結ぶ、
学びの架け橋」という理念のもと、2004年長野県上田市に
ＭＡＮＡＢＩ外語学院を開校いたしました。翌2005年
12月には現在東京都両国にあるＭＡＮＡＢＩ外語学院
東京校を開校しております。また現在は外国人に特化した
就職を支援する事業部と併せて２事業部を運営しております。
　主に外国人が勉強に来ているので皆様には余りなじみの
ないのが日本語学校だと思いますが、将来、外国人を雇用
したり、一緒に仕事をしたり、隣に住むことになるかも
しれない外国人の日本語事情を少しでも知ってもらえれば
幸いと思います。
　弊社は教育事業部として上田市と東京都墨田区両国に
日本語学校を２校運営しています。日本語学校は法務省の
認可を受け、留学ビザを取得した外国人に日本語教育を
行う施設です。
　日本語を教えると言ってもその学習目的は多岐に渡り、
大学・大学院・専門学校へ進学する目的の日本語教育、
日本で就職するための日本語力をつけるもの、結婚などの
理由により日本で生活するために必要な日本語を学ぶ
ためなど学習者の目的は様々です。
　外国人に日本語を教える時は何語で教えているの？
という質問を良くいただきます。日本語学校で教える
場合には日本語で教えます。学習者は多国籍の為、各人の
母国語での学習はしません。講師は日本語で授業を行い
日本語しか使いません。学習期間は最大２年間と決め
られています。３か月で１学期に分けられ年間で４つの
学期で構成されています
　当校は2004年開校してから約20年間、卒業後の進路は
大学・大学院・専門学校へ行く学習者がほとんどでした。
主な進学先実績は表をご覧ください。開校してからこの
３月で卒業生の総数が7000名を超えました。
　日本語学校の入学時期には特徴があり４月・７月・10月・
１月、年４回の入学時期があります。
　2023年10月現在の学生数は長野校：103名・東京校：
493名となりました。
　次に人財支援についてご説明します。近年日本を目指して
くる学習者の目的が進学だけでなく就職したいという方が
増えて来ている中で、就職という目標を持つ外国人の方を
サポートすることを目的に2020年に人財支援を行う事業部を
立ち上げました。日本語教育事業に加え、人材支援事業部
を設けたことにより、日本語教育を柱としながら、進学の



ための日本語教育だけではなく、日本社会で仕事をする
ための日本語を学ぶ機会を提供することで、外国人留学生
の夢の実現にさらに近づくためのサポートが可能になり
ました。
　実際は留学生の進路の多様化に加え、日本国内の人財
不足問題も立ち上げの後押しになっています
　予想として2030年には国内で644万人の人手が不足
すると言われ、日本の人口は50年で３割減少し、8700万人
になると予想されこの内の１割以上が外国人ということが
推計されています。少子化のスピードが以前と比べて
いちだんと早まり、2070年には日本の総人口は現在の
およそ７割まで減少、高齢者の割合＝高齢化率は39％
近くになるとしているほか、外国人が占める割合は10％
以上にまで増えるとしています。
　特に人材不足が深刻な業界は航空業界・ＩＴ業界・
観光業界・介護業界とされ、人材確保の重要度が増して
います。これらの人財不足の解消に少しでも役に立てれば
という思いで日本語学校では日本語教育を、人財支援では
就職困難とされる外国籍の方の就職サポートを行い両輪で
外国人の周りをサポートしています。
　日本語学校が運営している強みを生かし、特に介護・
宿泊・外食・製造業への人財支援を強化してプログラムを
構築しております。
　次に弊社の２事業部が共同で行っている教育支援に
ついて紹介いたします。この教育支援は特に海外に住む
外国人を対象に日本語と日本文化の普及を目的に様々な
支援をする取り組みを行っています。
１．  経済的事情で学ぶことが困難な児童たちへの補助金

の支援
２．  海外で日本語教育をしている大学や高校での日本語

スピーチコンテストの支援
３．  海外の小学生・高校生・大学生向けに日本からオン

ライン授業の無償提供
４．日本語学校卒業時の奨学金・報奨金制度の実施
５．ＳＤＧｓへの取り組み
　弊社の事業内容と外国人に対する支援や取り組みに
ついてご説明させていただきました。
　話の結びに日本語学校で学ぶ学生が見た日本と題して
学生が入国して思ったり感じたりしたことを少しご紹介
いたします
・水道の水が飲める。上田の水は特別おいしい
・町中に自動販売機がたくさんある
・「お金を入れてください」などしゃべる機械が多い
　（チケット購入や自動販売機）
・公衆のトイレがきれい、ウォシュレットがついている
・人が優しい、失くしたものが出てくる。お財布も！
・道路は車より人が優先で安心（特にインドネシア）
・ごみの分別は大変だけどすばらしい取り組みだと思う
・電車が時刻通りに来て、時刻通りに出発する
・  道がきれいでゴミがない、舗装されている、マンホール
がきれい

・  上田市は人が少ない、若い人が少ない、でもお祭りの
時はたくさんの人がいる

・  日本人は時間が早く進んでいると感じる、ゆっくりして
いない（東南アジアの方）
・  東南アジアの人にとっては物価が高い、特に東京は
高すぎる
　コンビニや飲食店にいる外国人は日本に来て日本や
上田市はこんな風に見えているんだという気づきになれば
幸いです。本日はお聞きいただきありがとうございました。

［幹事報告］　　　　　　　　　　　　　飯島幸宏　幹事
１．ＲＩ the rotarian 11月
２．地区事務所
　　ガバナー月信電子ブックＵＲＬ・
　　ＱＲコード
　　地区大会における壇上表彰について
３．豊かな環境づくり
　　  上小地域会議 信州豊かな環境づくり県民会議会報に

ついて（送付）
４．例会変更
　　上田西ＲＣ　　　　　11月９日㈭　定受なし
　　　　　　　　　　　　　　23日㈭　定受なし
　　　　　　　　　　　　12月21日㈭　定受なし
　　　　　　　　令和６年１月４日㈭　定受なし
　　　　　　　　　　　　　　18日㈭　定受なし
　　長野ＲＣ　　　　　　11月14日㈫　定受なし
　　　　　　　　　　　　　　21日㈫　定受なし
　　　　　　　　　　　　12月26日㈫　定受なし
　　　　　　　　　　　　12月19日㈫　定受あり
　　長野東ＲＣ　　　　　11月１日㈬　定受なし
　　　　　　　　　　　　　　15日㈬　定受なし
　　　　　　　　　　　　　　22日㈬　定受なし
　　　　　　　　　　　　12月27日㈬　定受なし　
　　　　　　　　　　　　　　20日㈬　定受あり
５．会報恵送　上田東ＲＣ
　　　　　　　上田六文銭ＲＣ

※11月24日㈮　事務局はお休みいたします。

［ニコニコＢＯＸ］　　　　　　　　　　滝沢秀一　委員
　飯島幸宏さん　石井 人さん　出田
行徳さん　伊藤典夫さん　内河利夫
さん　小幡晃大さん　金子良夫さん
窪田秀徳さん　桑澤俊恵さん　桑原
茂実さん　小山宏幸さん　斉藤達也さん　酒井喜雄さん
酒巻弘さん　滋野眞さん　関啓治さん　滝沢秀一さん
田中克明さん　田邉利江子さん　田原謙治さん　林秀樹
さん　布施修一郎さん　保科茂久さん　増澤延男さん
三井英和さん　栁澤日出男さん　柳澤雄次郎さん　横沢
泰男さん

本日喜投額　28名　￥ 76,000
累　計　　　　￥762,000



開催日 　令和５年11月11日㈯
　　　　　／ホテルブエナビスタ

開催日 　令和５年11月12日㈰
　　　　　／キッセイ文化ホール

地区大会国際ロータリー第2600地区
2023-2024

米山功労達成クラブで表彰されました
上田RC 4,000万円

●基調講演　「人類の感染症との闘い」　尾身　茂 氏

［例会の記録］
司会： 保科茂久　会場・出席委員
斉唱：国歌
　　　ロータリーソング「奉仕の理想」
●会長挨拶　
●幹事報告　
●慶祝　
●入会セレモニー
●メインプログラム　会員卓話　藤森幸路さん

［ラッキー賞］
　飯島幸宏さん（関啓治さんより、生姜しじみ）
　小山宏幸さん（関啓治さんより、生姜しじみ）
　栁澤日出男さん（林秀樹さんより、リポビタンＤ）
　出田行徳さん（滋野眞さんより、雪中梅）
　窪田秀徳さん

（矢島康夫さんより、小笠原の青レモンジャム）
　布施修一郎さん（酒井喜雄さんより、ハトサブレ）
　田邉利江子さん（増澤延男さんより、かりんとう）

［出席報告］　　　　　　　　保科茂久　会場・出席委員

［本日のメニュー］
●４色そぼろご飯（鶏肉、鮭、高菜炒め、錦糸玉子）
●金平牛蒡、ひじき煮、しば漬け
●味噌汁　

［次回例会予定］
11月27日㈪　会員卓話　ロータリー財団委員会
　　　　　　『ロータリーの友』紹介

（11月20日発行）
【会報担当】　田原謙治　会報委員

本日 前々回
（10/22）

会 員 数 53 52

出席ベース 50 47

出 席 者 数 41
コロナ欠席1 19

出 席 免 除（b）
（　）内は出席者数

5（2） 5（0）

出 席 免 除（a） 0 0
メークアップ
（ ）内 は Make up 後

5（24）
コロナ欠席1

出 席 率 84.00 53.19


